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（１）

　

７
年
ほ
ど
前
、
当
時
住
ん
で
い
た
川
崎

市
多
摩
区
の
図
書
館
で
『
秘
島
図
鑑
』
と

い
う
本
を
借
り
た
。
大
学
生
だ
っ
た
末
子

の
卒
業
と
私
の
定
年
が
あ
と
数
年
と
い
う

時
期
だ
っ
た
。
第
二
の
人
生
へ
の
期
待
と

い
う
か
、
今
ま
で
や
り
た
く
て
や
っ
て
来

な
か
っ
た
事
の
一
つ
に
離
島
訪
問
が
あ
っ

た
。
ま
し
て
人
が
住
ま
な
い
様
な
秘
島
に

は
心
惹
か
れ
た
。
ま
さ
に
そ
こ
に
ド
ン

ピ
シ
ャ
の
本
だ
っ
た
。
「
う
わ
っ
、
こ

の
人
は
椎
名
誠
さ
ん
を
超
え
て
い
る
！
」

　

著
者
の
あ
と
が
き
に
も
書
か
れ
て
い
る

が
「
実
際
に
漁
船
を
借
り
て
上
陸
で
き
た

島
は
ご
く
わ
ず
か
。
そ
れ
で
も
ク
ル
ー
ズ

船
や
定
期
航
路
か
ら
秘
島
を
遠
望
し
た

り
、
最
寄
の
有
人
島
ま
で…

…

（
略
）
」

と
ま
さ
に
絶
海
の
孤
島
か
つ
住
民
が
居
な

い
31
も
の
島
の
話
と
ほ
ぼ
全
島
に
渡
る

写
真
に
心
と
き
め
か
さ
れ
た
。
（
例
を

挙
げ
る
だ
け
で
も
、
沖
ノ
鳥
島
、
南
鳥
島
、

孀
婦
岩
、
横
当
島
、
南
波
照
間
島…

…

等
）

　

さ
て
、
今
回
は
そ
ん
な
著
者
の
講
座
が

公
民
館
主
催
で
開
催
（
９
月
４
日
）
と
の

こ
と
で
喜
び
勇
ん
で
参
加
し
た
。
前
述
の

著
書
以
降
、
『
幻
島
図
鑑(
２
０
１
９)

』

『
楽
園
図
鑑(

２
０
２
２)

』
と
引
き
続
き
、

日
本
の
絶
景
の
無
人
島
だ
け
で
は
な
く
、

は
か
な
げ(

人
口
が
少
な
い)

で
希
少

性
の
あ
る
小
さ
な
島
と
言
っ
た
著
書
を

発
行
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
講
座
で
は

そ
う
ふ

あ
て
じ
ま

よ
こ

ぱ
ん
ぱ

ろ
ー
ま

と
な
き
じ
ま

た
ら
ま
じ
ま

て
ぃ

副
題
の
「
知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
離
島
の
風

景
」
を
写
真
を
交
え
て
生
き
生
き
と
し
た

語
り
で
お
伺
い
す
る
事
が
出
来
た
。

　

講
座
内
容
と
し
て
は
、
①
日
本
の
島
の

概
要<

島
に
関
す
る
デ
ー
タ>

、②
昨
今

の
離
島
訪
問
か
ら
の
離
島
に
残
る
風
習
や

人
と
の
繋
が
り
の
お
話
を
頂
い
た
。

　

①
と
し
て
、
日
本
に
は
６
８
５
２
島(

周
囲
０
．
１
㎞
以
上)

が
あ
り
、
う
ち
有

人
島
は
約
４
１
８
島
前
後
、
か
つ
、
そ
の

総
人
口
は
１
９
５
５
年
以
降
激
減
、
現
在

１
１
０
万
人(

日
本
全
体
の
１
％
未
満)

、

加
え
て
高
齢
化
率
も
35
％
と
高
い(

全
国

平
均
28
％)

と
い
う
。
島
の
無
人
化
も
進

み
、
戦
後
１
３
８
島
が
無
人
化
し
た
と
の

こ
と
。

　

②
と
し
て
は
、
渡
名
喜
島(

沖
縄
本
島

と
久
米
島
の
間)

で
の
小
中
学
校
の
先
生

の
離
任
式
や
、
も
は
や
住
民
１
名
の
黒
島

(

長
崎
福
江
島
の
下)

、
新
島(

東
京)

の
１
１
８
基
も
の
江
戸
時
代
前
後
か
ら
の

流
人
墓
地
を
今
も
島
民
が
管
理
さ
れ
て
い

る
お
話
を
伺
っ
た
。

　

そ
れ
に
も
増
し
て
、
興
味
深
か
っ
た
の

が
多
良
間
島(

石
垣
島
と
宮
古
島
の
間)

に
今
で
も
残
る
「
守
姉(

も
り
あ
ね
／
ム

レ
ネ
エ)

」
の
風
習
、
こ
れ
は
６
か
ら
15

歳
の
島
の
女
の
子
が
他
家
の
子
ど
も

(

生
後
１
ヶ
月
か
ら
３
歳
ほ
ど)

を

ま
さ
に
実
姉
の
様
に
子
守
り
子
育
て
す
る

〈 図書室のつどい  参加者の感想 〉

高瀬 健男

「日本の島をめぐる旅
　　  —知られざる日本の離島の風景—」

                     に参加して

も
の
だ
っ
た
。
元
は
沖
縄
、
宮
古
、
八
重

山
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
わ
ず

か
に
多
良
間
島
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

加
え
て
講
演
の
内
容
以
上
に
驚
い
た

事
、
そ
れ
は
、
清
水
浩
史
氏
ご
自
身
の
こ

と
、
あ
れ
だ
け
秘
島
／
離
島
を
訪
問
／
研

究
さ
れ
た
方
な
の
で
、
椎
名
さ
ん
以
上
に

さ
ぞ
や
ワ
イ
ル
ド
な
方
と
想
像
し
て
い
た

が
、
実
際
に
お
目
に
掛
か
る
と
控
え
め
か

つ
大
変
温
か
み
の
あ
る
方
で
あ
っ
た(

お

若
い
頃
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
で
随
分
鳴
ら
し
た
様
で
あ
り
ま
す
が

…
…
)

。

　

そ
ん
な
方
な
の
で
、
島
々
に
ノ
ー
ア
ポ

イ
ン
ト
メ
ン
ト
で
行
か
れ
て
も
島
民
の
方

と
打
ち
解
け
、
様
々
な
情
報
と
価
値
あ
る

体
験
を
出
来
る
の
か
と―

秘
め
た
探
究
心

と
冒
険
心
と
と
も
に…

…

。
私
も
そ
ん
な

探
究
心
と
冒
険
心
の
か
け
ら
を
持
ち
続

け
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
う
、
講
演
時
に
一
つ
だ
け
質
問
を
し

忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
清
水
さ
ん
、
６
８
５
２
島
あ
る
日
本
で

次
に
行
く
島
は
？
」

清
水
浩
史
著
『
不
思
議
な
島
旅
』（
朝
日

新
聞
出
版
）、『
秘
島
図
鑑
』『
海
駅
図
鑑
』

『
幻
島
図
鑑
』『
楽
園
図
鑑
』（
い
ず
れ
も

河
出
書
房
新
社
）、『
深
夜
航
路
』（
草
思
社
）

ほ
か



の
関
係
も
あ
り
、
汐
見
は
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
か
っ
た
。
そ
し
て

汐
見
は
い
つ
召
集
令
状
が
来
る
か
と
戦
争
を
懼
れ
て
い
た
。
千
枝

子
と
別
離
し
た
後
、
汐
見
に
召
集
令
状
が
来
て
、
汐
見
は
千
枝
子

に
最
後
の
別
れ
に
と
音
楽
会
の
切
符
を
千
枝
子
に
送
っ
た
が
、
千

枝
子
の
姿
は
な
か
っ
た
。
汐
見
は
音
楽
会
の
後
、東
京
駅
に
向
か
っ

た
。
そ
こ
に
は
一
高
生
の
友
人
、
立
花
が
見
送
り
に
来
て
、「
と

に
か
く
死
な
な
い
よ
う
に
し
ろ
よ
。」
と
手
を
握
っ
た
。
こ
の
第

二
の
手
帳
は
汐
見
二
十
四
歳
、
千
枝
子
二
〇
歳
の
秋
の
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。

　

「
春
」
は
石
井
千
枝
子
か
ら
、私
に
届
い
た
手
紙
の
内
容
で
あ
る
。

千
枝
子
は
一
女
の
母
に
な
っ
て
い
た
。
千
枝
子
は
汐
見
の
死
に
驚

い
た
が
、
今
の
生
活
を
大
事
に
し
た
い
の
で
、
そ
の
手
帳
は
あ
な

た
さ
ま
が
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
丁
寧
に
断
り
、
汐
見
の
死
を
知
ら

せ
て
く
れ
た
こ
と
に
礼
を
述
べ
、
小
説
は
完
。

二
． 

こ
こ
に
福
永
武
彦
の
詩
『
あ
る
青
春
』
の
中
の
詩
を
紹
介

し
、
小
説
と
詩
を
併
せ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

《
続
・
ひ
そ
か
な
る
ひ
と
へ
の
お
も
ひ
》
最
終
連

　　

だ
る
ま
の
山
に
は
や
は
り
風
が
た
ち

　

戸
田
の
海
に
は
夜
光
虫
が
き
ら
め
い
て
も

　

死
ん
だ
ひ
と
は
帰
ら
な
い　

も
う
帰
ら
な
い

　

そ
し
て
青
春
も　

希
望
も　

か
な
し
い
い
の
ち
も

　

み
ん
な
い
つ
の
間
に
か
い
っ
て
し
ま
っ
た

　

２
０
２
２
年
の
秋
の
七
草
が
咲
く
頃
、
私
は
『
草
の
花
』
を
手

に
し
、
読
み
は
じ
め
た
が
、
こ
の
小
説
に
は
死
臭
が
た
ち
こ
め
て

お
り
、
読
了
す
る
ま
で
、
か
な
り
の
日
数
を
要
し
た
。

一
． 

こ
の
小
説
の
構
成
と
内
容

　

こ
の
小
説
に
は
ペ
テ
ロ
の
前
書
、
《
人
は
み
な
草
の
ご
と
く
、

そ
の
栄
光
は
み
な
草
の
如
し
。
》
第
一
章
二
四
が
置
か
れ
、
目
次

は
主
人
公
汐
見
茂
思
の
二
つ
の
手
帳
を
あ
い
だ
に
挿
ん
で
、
汐
見

の
友
人
の
私
の
小
説
「
冬
」
を
前
に
「
春
」
を
後
に
し
て
、
音
楽

的
な
、
ソ
ナ
タ
形
式
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
小
説
は
友
人
で
あ
る
「
私
」
の
語
り
で
五
年
前
の
回
想
シ
ー

ン
か
ら
始
ま
る
。
五
年
前
、
私
は
東
京
郊
外
の
Ｋ
村
の
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
に
来
て
、
最
初
の
冬
に
胸
廓
成
形
手
術
を
受
け
、
予
後
が
好

ま
し
く
な
く
、
や
っ
と
散
歩
の
出
来
る
身
体
に
な
っ
て
、
汐
見
茂

思
と
一
緒
に
百
日
紅
の
木
を
見
た
の
は
、
汐
見
が
手
術
前
の
身
体

の
時
で
あ
っ
た
。
汐
見
は
同
室
の
患
者
が
反
対
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
医
学
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
肺
葉
摘
出
術
を
志
願

し
、
手
術
は
施
行
さ
れ
、
結
果
は
術
中
死
。
私
は
生
前
汐
見
に
託

さ
れ
た
二
冊
の
手
帳
を
霊
安
室
で
読
ん
だ
。
一
冊
目
に
は
一
高
時

代
の
弓
術
部
合
宿―

可
能
の
限
り
愛
し
た
十
八
歳
の
春
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
先
輩
か
ら
弓
術
の
技
術
を
学
び
悩
み
事
の
相
談
や
煙

草
も
覚
え
た
。
一
歳
下
の
藤
木
忍
を
愛
し
た
が
、拒
絶
さ
れ
、挫
折
。

　

二
冊
目
の
手
帳
は
藤
木
忍
の
妹
、
千
枝
子
と
の
恋
。
音
楽
会
や

千
枝
子
の
家
で
二
人
は
逢
瀬
を
重
ね
、
愛
を
育
ん
だ
が
、
宗
教
と

三
． 

福
永
武
彦
の
文
学
と
は
、

(

一) 

彼
の
文
学
は
死
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
の
小

説
の
骨
格
は
、
人
間
の
な
か
に
深
く
根
を
お
ろ
し
て
い
る
死
の
意

識
を
軸
に
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
て
、
登
場
人
物
は
、
や
が
て

訪
れ
る
自
分
自
身
の
死
の
予
感
に
怯
え
た
り
し
な
が
ら
、
日
々
死

の
重
荷
を
担
っ
て
生
き
て
い
る
姿
を
若
者
の
視
線
で
捉
え
て
い

る
。
著
者
は
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
時
は
十
九
歳
。
こ
の
小
説
に

も
見
て
と
れ
る
よ
う
に
召
集
令
状
が
い
つ
く
る
の
か
と
お
び
え
、

戦
場
で
死
ぬ
こ
と
も
予
想
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
心
理
状
態
を
描

い
て
い
る
。

(

二) 

著
者
の
作
品
に
は
、
少
年
と
大
人
を
、
生
者
と
死
者
を
、

健
康
な
人
と
病
弱
な
人
を
、
光
と
闇
を
、
昼
と
夜
を
、
意
識
と
無

意
識
を
、
対
称
し
て
み
せ
る
優
し
さ
や
し
な
や
か
さ
の
作
品
の
中

に
強
靭
の
精
神
の
一
途
さ
が
潜
ん
で
い
る
。

四
． 

読
後
感

　

こ
の
作
品
を
読
了
後
、
は
る
か
彼
方
の
我
が
青
春
に
思
い
を
馳

せ
た
が
、
主
人
公
の
よ
う
に
愛
を
深
く
追
求
も
せ
ず
、
無
意
識
に

過
ご
し
て
き
て
し
ま
っ
た
。
主
人
公
は
二
つ
の
愛
に
挫
折
は
し
た

が
、
彼
の
発
す
る
言
葉
に
成
長
を
感
じ
と
っ
た
。
若
者
に
是
非
読

ん
で
ほ
し
い
一
作
品
で
あ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
シ
ョ
パ
ン
も
肺
結
核
で
三
十
九
歳
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。  

 
 

 
 

（
新
潮
社
）

福
永
武
彦 

著

『
草
の
花
』
を
読
ん
で —

あ
る
青
春
の
愛
と
孤
独
と
別
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〈
産
業
〉

世
界
で
最
初
に
飢
え
る
の
は
日
本 

鈴
木
宣
弘
（
講
談
社
）
611

高
橋
源
一
郎
の
飛
ぶ
教
室 

高
橋
源
一
郎
（
岩
波
書
店
）
699

〈
芸
術
〉

現
代
ア
ー
ト
、
超
入
門
！ 

藤
田
令
伊
（
集
英
社
）
702

シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
見
聞
録 

青
柳
い
づ
み
こ
（
集
英
社
）
763

教
養
と
し
て
の
能
楽
史 

中
村
雅
之
（
筑
摩
書
房
）
773

〈
言
語
〉

書
く
力 

鷲
巣
力
（
集
英
社
）
816

〈
文
学
〉

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
を
読
む 

三
村
尚
央
（
水
声
社
）
910

六
人
の
噓
つ
き
な
大
学
生 

浅
倉
秋
成
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）
91
あ

此
の
世
の
果
て
の
殺
人 

荒
木
あ
か
ね
（
講
談
社
）
91
あ

ま
あ
た
ら
し
い
一
日 

い
し
い
し
ん
じ
（
Ｂ
Ｌ
出
版
）
91
い

裸
で
泳
ぐ 

伊
藤
詩
織
（
岩
波
書
店
）
91
い

熱
風
至
る　

１
・
２ 

井
上
ひ
さ
し
（
幻
戯
書
房
）
91
い

老
害
の
人 

内
館
牧
子
（
講
談
社
）
91
う

レ
ペ
ゼ
ン
母 

宇
野
碧
（
講
談
社
）
91
う

掬
え
ば
手
に
は 

瀬
尾
ま
い
こ
（
講
談
社
）
91
せ

特
殊
清
掃
人 

中
山
七
里
（
朝
日
新
聞
出
版
）
91
な

鉄
道
小
説 

乗
代
雄
介
（
交
通
新
聞
社
）
91
の

老
人
ホ
テ
ル 

原
田
ひ
香
（
光
文
社
）
91
は

財
布
は
踊
る 

原
田
ひ
香
（
新
潮
社
）
91
は 

湊
か
な
え
の
こ
と
ば
結
び 

湊
か
な
え
（
角
川
春
樹
事
務
所
）
91
み

無
人
島
の
ふ
た
り 

山
本
文
緒
（
新
潮
社
）
91
や

＃
真
相
を
お
話
し
し
ま
す 
結
城
真
一
郎
（
新
潮
社
）
91
ゆ

東
京
彰
義
伝 
吉
森
大
祐
（
講
談
社
）
91
よ

栞
と
噓
の
季
節 

米
澤
穂
信
（
集
英
社
）
91
よ

嫌
い
な
ら
呼
ぶ
な
よ 

綿
矢
り
さ
（
河
出
書
房
新
社
）
91
わ

森
の
来
訪
者
た
ち 

ニ
ー
ナ
・
バ
ー
ト
ン
（
草
思
社
）
94
バ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

〈
総
記
〉

闘
う
図
書
館 

豊
田
恭
子
（
筑
摩
書
房
）
010

〈
哲
学　

心
理
学　

宗
教
〉

性
暴
力
被
害
の
心
理
支
援 

齋
藤
梓
（
金
剛
出
版
）
146

か
な
し
み
と
と
も
に
生
き
る 

本
郷
由
美
子
（
主
婦
の
友
社
）
146

〈
歴
史
〉

歴
史
と
は
何
か 

Ｅ
．Ｈ
・
カ
ー
（
岩
波
書
店
）
201

語
ら
れ
ざ
る
占
領
下
日
本 

小
宮
京
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
210

図
書
館
の
日
本
文
化
史 
高
山
正
也
（
筑
摩
書
房
）
210

昭
和
史
研
究
の
最
前
線 

筒
井
清
忠
（
朝
日
新
聞
出
版
）
210

天
路
の
旅
人 

沢
木
耕
太
郎
（
新
潮
社
）
289

東
京
カ
フ
ェ
日
和 

 

オ
フ
ィ
ス
・
ク
リ
オ
（
メ
イ
ツ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
）
291

〈
社
会
科
学
〉

カ
リ
ブ
海
の
黒
い
神
々 

越
川
芳
明
（
作
品
社
）
302

分
断
の
克
服
１
９
８
９-

１
９
９
０ 

板
橋
拓
己
（
中
央
公
論
新
社
）
319

非
戦
の
安
全
保
障
論 

柳
澤
協
二
（
集
英
社
）
319

孤
独
と
居
場
所
の
社
会
学 

阿
比
留
久
美
（
大
和
書
房
）
361

男
性
中
心
企
業
の
終
焉 

浜
田
敬
子
（
文
藝
春
秋
）
366

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？ 

 

ジ
ョ
ー
・
オ
ル
ド
リ
ッ
ジ
（
生
活
書
院
）
369

ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ 

上
野
正
道
（
岩
波
書
店
）
371

生
き
物
を
う
さ
が
み
そ
ー
れ
ー 

盛
口
満
（
八
坂
書
房
）
383

〈
自
然
科
学
〉

に
っ
ぽ
ん
の
ス
ズ
メ 

小
宮
輝
之
・
監
修
（
カ
ン
ゼ
ン
）
488

〈
工
業
〉

歴
史
を
読
み
解
く
城
歩
き 

千
田
嘉
博
（
朝
日
新
聞
出
版
）
521

捨
て
な
い
未
来 

枝
元
な
ほ
み
（
朝
日
新
聞
出
版
）
596

近 現 代 史 講 座

（３） 図書室月報 2023 年 (令和５年 )２月

＊ウクライナ現代史－独立後３０年とロシア侵攻 アレクサンドラ ・ グージョン （河出書房新社）

＊ウクライナ戦争 小泉悠 （筑摩書房）

＊ロシアとシリア－ウクライナ侵攻の論理 青山弘之 （岩波書店）

＊国際報道を問いなおす－ウクライナ戦争とメディアの使命 杉田弘毅 （筑摩書房）

＊社会人のための現代ロシア講義 塩川伸明編 （東京大学出版会）

＊ウクライナを知るための６５章 服部倫卓編著 （明石書店）

＊ロシアの歴史を知るための５０章 下斗米伸夫編著 （明石書店）

＊中学生から知りたいウクライナのこと 小山哲 （ミシマ社）

ウクライナ・ロシア関係の現代史

講座参考図書

　講師　鶴見太郎（東京大学）

第１回　２月１９日（日）昼２時～４時　「ウクライナとロシアをめぐる歴史と歴史観」

第２回　２月２６日（日）昼２時～４時　「ウクライナとロシアの政治社会構造」



　 
 
 
 
 
 
 
 

　

主
人
公
は
元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
自
分
の
時
間
を
全
て
費
や
し
、
図
書

館
に
関
係
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、

あ
る
き
っ
か
け
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
距
離
を

置
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
と
も
と

体
育
大
学
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
立
大

学
の
文
学
部
に
進
学
し
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
距
離
を
置
い
て

い
ま
し
た
が
、
十
年
以
上
や
り
続
け
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
簡
単
に
断
ち
切
れ
る
わ
け
も
な
く
、

も
う
一
度
や
り
た
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
い
ざ
や
ろ
う
と
す
る
と
怖
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
部
活
の
顧
問
で
な
ら
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
に
よ
っ

て
、
大
学
三
回
生
の
と
き
に
あ
わ
て
て
教
員
免

許
を
と
り
ま
す
。
無
事
、
高
校
の
講
師
に
な
る

こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
全
て
が
う
ま
く
行
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
コ

ー
チ
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

文
芸
部
の
顧
問
を
任
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
筋
だ
っ
た
彼
女
は
、
文
芸
部

の
活
動
が
ど
ん
な
も
の
か
を
想
像
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
た
っ
た
一
人
の
文
芸
部
員
で
あ
る
垣

内
く
ん
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
と
、
活
動
を
す

す
め
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
し
て
始
ま
っ
た
文
芸

部
の
活
動
で
す
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
に

明
確
な
目
標
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
活
気
も

な
い
活
動
に
意
味
を
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

退
屈
だ
と
感
じ
て
い
た
文
芸
部
の
活
動
で
し

た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
文
芸
部
の
活
動
に
積
極
的

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
な
ん
と
、
朝
練
ま
で
始

め
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
最
後
の
活
動

は
ま
さ
に
青
春
の
１
ペ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
で
し
た
。

　

初
め
て
こ
の
作
者
の
小
説
を
読
み
ま
し
た

が
、
他
の
作
品
も
読
ん
で
み
た
く
な
り
ま
し

た
。
退
屈
だ
と
思
っ
て
い
る
今
も
自
分
の
行
動

次
第
で
、
面
白
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

 

（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）

図
書
室
の
つ
ど
い

吉
沢 

い
よ
り

　

近
年
、
際
限
の
な
い
利
潤
の
増
大
／
経
済
成
長
を
求
め
続
け
る
経
済
と
、
効
率
や
速
度
、
規

模
等
を
追
い
続
け
る
近
代
科
学
技
術
を
両
輪
と
し
て
発
展
し
て
き
た
近
代
産
業
社
会
の
行
き
詰

ま
り
が
、
様
々
な
立
場
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
課
題
の
解
決
を
目
指
し
、
多
方
面
か
ら
注

目
さ
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
お
い
て
も
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
や
技
術
体
系
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
お
招
き
す
る
田
中
さ
ん
は
、
自
ら
の
企
業
や
ア
ジ
ア
で
の
現
場
経
験
を
踏
ま
え
、
近
代

科
学
技
術
に
代
わ
る
技
術
体
系
と
し
て
の
「
適
正
技
術
」
の
在
り
方
を
探
求
し
た
著
書
を
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。
近
代
の
抱
え
る
矛
盾
に
具
体
的
な
実
践
を
通
じ
て
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
著

者
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
技
術
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
持
続
可
能
な
未
来
社
会
の
全
体
像
を
展

望
し
ま
す
。

　〈
田
中
さ
ん
の
本
〉
『
適
正
技
術
と
代
替
社
会―

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
実
践
か
ら
』
（
岩
波
新

書
）
、
『
現
代
適
正
技
術
論
序
説
－
近
代
科
学
技
術
に
代
わ
る
技
術
体
系
を
め
ぐ
っ
て
』
（
社
会

評
論
社
）
ほ
か
。 お

話  

田
中 

直

(

適
正
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
代
表
、
理
学
博
士)

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
５
回
〉

な
お

持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る

                     　

「
適
正
技
術
」
と
は

瀬
尾
ま
い
こ 

著

 

『
図
書
館
の
神
様
』

と　

き 

２
月
2２
日
（
水
） 

夜
７
時
～
９
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

講
座
室

定　

員 

２４
名 

（
申
込
先
着
順
）

申　

込 

2
月
８
日
（
水
）
朝
９
時
～

 

公
民
館
☎(

５
７
２)

５
１
４
１

係から
　

図
書
室
の
蔵
書
点
検
に
伴
う
休

室
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

　

近
現
代
史
や
環
境
︑憲
法
な
ど

2
月
以
降
も
様
々
な
講
座
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
︒講
座
の
前
後
に

ぜ
ひ
図
書
室
で
関
連
図
書
な
ど
を

手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
︒

（４）図書室月報 2023 年 (令和５年 )２月
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